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経済連情報
安全･安心･新鮮でおいしい

静岡県産の農畜産物をお届けします。

ＪＡ静岡経済連の令和７年度機構改編について
静岡県産みかんの消費拡大へ

令和６年度県下統一宣伝事業について

▲「ごちそうカントリー」の番組収録と放送

▲大相撲初場所で土俵を周回する「静岡みかん」懸賞旗

Main topics

ＪＡ静岡経済連の令和７年度機構改編について … 01
静岡県産みかんの消費拡大へ令和６年度県下統一宣伝事業について … 02

topics&news

静岡の貯蔵ミカンをＰＲ
大臣賞受賞の貯蔵ミカンを県知事に贈呈 …… 03
なし・イチジク受賞者を表彰
落葉果樹品評会の表彰式を開催 ……………… 03
「静岡いちご」の認知向上へ 
首都圏で「静岡いちご」消費宣伝を実施 ……… 03
日本最大規模の花の展覧会
第73回関東東海花の展覧会 ………………… 04
県産食材の認知向上へ
食材提案会に本会ブースを出展 ……………… 04
東京都内で県産農産物をPR
静岡県産直マルシェを開催 …………………… 04
流通開発課の取組を紹介
「ごちそうカントリー」番組収録と放送 ………… 05
県産和栗の生産拡大へ
クリ技術員養成研修会を開催 ………………… 05
栽培技術向上のために
第45回静岡県中晩生柑橘品評会 …………… 06
産地の課題解決へ
産官学技術交流事業報告会…………………… 06
お知らせ

営農資材課からのお知らせ …………………… 07
営農支援だより

隔年結果対策について ………………………… 08
お知らせ

「駿府の肉処 静岡そだち」からのお知らせ ……… 09
「しずおかごはんが食べたい！」のご紹介 ……… 10
キャラバン隊活動報告 ………………………… 10



メ
イントピック

ス

main
topics

Ｊ
Ａ
静
岡
経
済
連
の

　

令
和
７
年
度

　
　

機
構
改
編
に
つ
い
て

部
」
に
、「
特
販
課
」
を
「
み
か
ん
園
芸

部
」
に
配
置
変
更
し
ま
す
。

③
「
食
糧
部
」
を
廃
止
し
、
配
下
に
あ
る

「
食
糧
課
」
を
「
く
ら
し
支
援
部
」
に
配

置
変
更
し
ま
す
。

４　

配
置
変
更
お
よ
び
所
管
を
変
更
す
る
部
署

①
廃
止
す
る
「
食
糧
部
」
の
配
下
に
あ
る

Ⅰ　
は
じ
め
に

　

令
和
７
年
度
は
、「
Ｊ
Ａ
静
岡
３
か
年
計

画
」
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、
計
画
の
着

実
な
実
践
に
加
え
早
期
の
成
果
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
会
の
経
営
状
況

を
踏
ま
え
た
体
制
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

農
業
生
産
基
盤
お
よ
び
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の

強
化
・
確
立
を
目
的
に
、
関
連
部
署
が
連

携
し
本
会
の
総
合
力
を
強
化
し
た
機
構
改

編
を
実
施
し
ま
す
。

Ⅱ　
機
構
改
編
の
内
容

１　

廃
止
す
る
部
署

①
「
生
活
葬
祭
課
」の
配
下
に
あ
る「
セ
レ

モ
ニ
ア
佐
久
間
」
を
廃
止
し
ま
す
。

２　

廃
止
お
よ
び
業
務
を
移
管
す
る
部
署

①
「
人
事
教
育
課
」を
廃
止
し
、業
務
を
総

務
課
に
移
管
し
ま
す
。

３　

廃
止
お
よ
び
配
置
変
更
す
る
部
署

①
「
茶
業
部
」
を
廃
止
し
、
配
下
に
あ
る

「
茶
業
課
」
を
「
営
農
総
合
対
策
部
」
に

配
置
変
更
し
ま
す
。

②
「
営
業
部
」
を
廃
止
し
、
配
下
に
あ
る

「
流
通
開
発
課
」
を
「
営
農
総
合
対
策

「
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
袋
井
工
場
」
を
「
く
ら

し
支
援
部
」
に
配
置
変
更
す
る
と
と
も

に
「
食
糧
課
」
の
配
下
に
変
更
し
ま
す
。

　

本
会
は
以
上
の
機
構
改
編
を
実
施
し
、

令
和
７
年
4
月
1
日
よ
り
２
室
７
部
19

課
２
支
所
の
体
制
と
な
り
ま
す
。

総

　会

令和７年度機構図 ２室、7 部、19 課、２支所

常
務
理
事

代
表
監
事

代
表
監
事

常
勤
監
事

畜産課畜産課

資産活用課資産活用課 一級建築士事務所一級建築士事務所

パールライス袋井工場パールライス袋井工場

生活葬祭事業所生活葬祭事業所

農機整備センター農機整備センター

大井川肥料工場大井川肥料工場

肥料農薬受注センター肥料農薬受注センター

販売情報センター販売情報センター

名古屋事務所名古屋事務所

東京事務所東京事務所

営農資材課営農資材課

柑橘指導グループ柑橘指導グループ
柑橘果樹課柑橘果樹課

西部みかん園芸課西部みかん園芸課
西部生産資材課西部生産資材課

中部生産資材課中部生産資材課
中部みかん園芸課中部みかん園芸課

東部生産資材課東部生産資材課
東部みかん園芸課東部みかん園芸課

JA支援課JA支援課

東部事業所東部事業所

野菜花卉課野菜花卉課

西部エネルギー事業所西部エネルギー事業所

食肉課食肉課

精肉流通センター精肉流通センター

浜松食肉市場浜松食肉市場

小笠食肉センター小笠食肉センター

企画管理課
システム開発グループ
企画管理課

システム開発グループ

経理課経理課

総務課
消費者相談窓口

リスク･
コンプライアンス

グループ

総務課
消費者相談窓口

リスク･
コンプライアンス

グループ

生産振興開発課
生産者相談窓口

経済連畜産センター
（ＪＡ静岡県畜産センター）

監
事
会

常
務
理
事

生活葬祭課生活葬祭課

農業機械課農業機械課

肥料農薬課肥料農薬課

総合エネルギー課総合エネルギー課

営農総合対策部営農総合対策部

中東部支所中東部支所

西部支所西部支所

茶業技術研修センター茶業技術研修センター

流通開発課流通開発課

茶業課
茶指導グループ

特販課特販課

食糧課食糧課

くらし支援部くらし支援部

畜産部畜産部

生産資材部生産資材部

みかん園芸部みかん園芸部

総務部総務部

企画管理部企画管理部

監査室監査室

監事室監事室

外食販売事業所外食販売事業所

農産物安全分析センター農産物安全分析センター

菊川種子センター菊川種子センター
袋井連合倉庫袋井連合倉庫

土壌肥料分析センター
沼津物流センター
静岡物流センター
牧之原物流センター
袋井物流センター

土壌肥料分析センター
沼津物流センター
静岡物流センター
牧之原物流センター
袋井物流センター

三島家畜市場
袋井家畜市場

畜産バイオセンター

三島家畜市場
袋井家畜市場

畜産バイオセンター

石油受注センター
下田プロパンガス充填所
プロパンガス

総合供給センター

石油受注センター
下田プロパンガス充填所
プロパンガス

総合供給センター

中部葬祭センター
西部葬祭センター
生活配送センター

中部葬祭センター
西部葬祭センター
生活配送センター

精肉加工販売所精肉加工販売所

経
営
管
理
委
員
会

委

　員

会

　長

理
事
会

理
事
長

事
務
理
事
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main topics

静
岡
県
産
み
か
ん
の
消
費
拡
大
へ

　
　

令
和
６
年
度
県
下
統一宣
伝
事
業
に
つ
い
て

▲初場所で土俵を周回する懸賞旗

▲両国駅で掲出されたビジュアル広告

問
い
合
わ
せ
先

・・
静
岡
県
経
済
連
柑
橘
委
員
会

　

事
務
局
：
み
か
ん
園
芸
部
柑
橘
果
樹
課

　

電　

話
：
０
５
４-

２
８
４-

９
９
１
２

Ⅰ　
県
下
統
一
宣
伝
事
業
に
つ
い
て

　

静
岡
県
経
済
連
柑
橘
委
員
会（
事
務
局
：

柑
橘
果
樹
課
）
で
は
、
県
内
の
柑
橘
産
地

が
一
体
と
な
っ
た
県
下
統
一
宣
伝
事
業
を

実
施
し
、
全
国
の
消
費
者
へ
向
け
て
「
静

岡
県
産
み
か
ん
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
１
月
12
日
〜
26
日
に

東
京
・
両
国
国
技
館
で
行
わ
れ
た
大
相
撲

初
場
所
の
開
催
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。
大
相
撲
と
の

コ
ラ
ボ
は
昨
年
に
続
き
２
年
連
続
で
、
県

内
出
身
力
士
の
熱
海
富
士
関
と
翠
富
士
関

を
応
援
す
る
た
め
、
幕
内
の
取
組
前
に
懸

賞
旗
を
掲
出
し
ま
し
た
。

Ⅱ　
Ｊ
Ｒ
両
国
駅

　

両
国
国
技
館
の
最
寄
り
駅
、
Ｊ
Ｒ
両
国

駅
構
内
で
は
、
初
場
所
の
開
催
期
間
に
合

わ
せ
て
「
静
岡
県
産
み
か
ん
」
の
大
型
広

告
を
掲
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
18
日
、

19
日
、
25
日
、
26
日
の
４
日
間
に
分
け
て
、

両
国
駅
利
用
者
へ
無
料
配
布
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
、
約
８
０
０
０
個
の
み
か
ん
が
配

布
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅲ　
「
静
岡
県
産
み
か
ん
」

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
設

　

昨
年
11
月
に
新
た
に
開
設
し
た
「
Ｊ
Ａ

静
岡
経
済
連
静
岡
県
産
み
か
ん
」
の
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、「
み
か
ん
と
相

撲
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ォ
ト
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
応
募
者
の
中
か
ら
抽

選
で
選
ば
れ
た
30
人
へ
「
静
岡
県
産
み
か

ん
」
５
㎏ 
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
式
Ｈ
Ｐ
「
静
岡
県
産
み
か
ん

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

も
実
施
し
、
情
報
発
信
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

Ⅳ　
お
わ
り
に

　

今
回
は
、
令
和
６
年
度
の
「
静
岡
県
産

み
か
ん
」
の
県
下
統
一
宣
伝
事
業
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
静
岡
県
経
済
連
柑

橘
委
員
会
で
は
、
引
き
続
き
「
静
岡
県
産

み
か
ん
」
の
認
知
拡
大
や
販
売
強
化
の
取

組
を
実
践
し
、
有
利
販
売
と
農
家
所
得
の

向
上
に
取
り

組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

▲静岡県産みかん
　スペシャルサイト
　はこちら
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topics & news

静
岡
県
経
済
連
柑
橘
委
員
会（
事
務
局
：

柑
橘
果
樹
課
）
は
1
月
31
日
、「
第
59
回

静
岡
県
貯
蔵
ミ
カ
ン
品
評
会
」
の
上
位
入

賞
者
と
と
も
に
静
岡
市
葵
区
の
静
岡
県
庁

を
訪
れ
、
貯
蔵
ミ
カ
ン
を
鈴
木
康
友
県
知

事
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。
贈
呈
し
た
ミ
カ
ン

は
最
高
位
と
な
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
石
倉
健
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
）

の
ミ
カ
ン
。
贈
呈
式
に
は
石
倉
さ
ん
の
他
、

髙
橋
誠
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
）、西
川
雅

祥
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
静
岡
市
）、杉
山
行
宏
さ
ん

（
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
）、
同
委
員
会
の
森
田

能
正
委
員
長
ら
役
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

石
倉
さ
ん
ら
出
席
者
は
鈴
木
知
事
へ
今

年
度
の
作
柄
や
生
育
状
況
な
ど
を
報
告
し

ま
し
た
。

静
岡
県
落
葉
果
樹
振
興
協
会（
事
務
局
：

柑
橘
果
樹
課
）
は
２
月
５
日
、
県
農
業
会

館
で
、
な
し
・
イ
チ
ジ
ク
の
各
品
評
会
上

位
入
賞
者
の
表
彰
式
を
開
催
し
、
生
産
者

と
Ｊ
Ａ
担
当
者
ら
20
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

同
協
会
の
会
長
を
務
め
る
本
会
の
山
下

昌
徳
常
務
理
事
と
県
農
芸
振
興
課
中
田
篤

志
課
長
代
理
、
県
農
林
技
術
研
究
所
果
樹

研
究
セ
ン
タ
ー
伊
藤
直
樹
セ
ン
タ
ー
長
が
、

な
し
品
評
会
金
賞
の
飯
島
正
道
さ
ん
（
Ｊ

Ａ
ふ
じ
伊
豆
）、イ
チ
ジ
ク
品
評
会
金
賞
の

冨
田
浪
樹
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
）
ら
上

位
入
賞
者
へ
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
式
に
併
せ
て
、
同
セ
ン
タ

ー
果
樹
加
工
技
術
科
の
種
石
始
弘
科
長
が
、

果
樹
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
記
念
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

静
岡
県
い
ち
ご
協
議
会
（
事
務
局
野
菜

花
卉
課
）
は
、
首
都
圏
を
中
心
に
「
静
岡

い
ち
ご
」
の
消
費
宣
伝
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
品
川
駅
で
は
、
２
月
３
日
〜
９
日

ま
で
、
改
札
内
の
大
型
サ
イ
ネ
ー
ジ
や
駅

構
内
の
自
由
通
路
の
モ
ニ
タ
ー
で
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
動
画
を
放
映
し
ま
し
た
。
一
日

あ
た
り
約
50
万
人
が
利
用
す
る
同
駅
で

「
静
岡
い
ち
ご
」
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
、首
都

圏
で
の
販
売
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
16
日
〜
28
日
は
、
Ｊ
Ｒ
京

浜
東
北
線
の
１
編
成
の
広
告
ジ
ャ
ッ
ク
を

実
施
し
ま
し
た
。

静
岡
の
貯
蔵
ミ
カ
ン
を
Ｐ
Ｒ

大
臣
賞
受
賞
の
貯
蔵
ミ
カ
ン

を
県
知
事
に
贈
呈

な
し・イ
チ
ジ
ク
受
賞
者
を
表
彰

落
葉
果
樹
品
評
会
の
表
彰
式

を
開
催

「
静
岡
い
ち
ご
」の
認
知
向
上
へ

首
都
圏
で「
静
岡
い
ち
ご
」消
費
宣
伝
を
実
施

▲自由通路のサイネージ広告 ▲京浜東北線に掲出された広告

▲品川駅改札内に設置された大型サイネージ広告

▲イチジク品評会の表彰を受ける冨田さん
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topics & news

県
は
１
月
31
日
、
東
京
都
内
の
明
治
安

田
生
命
新
東
陽
町
ビ
ル
で
「
静
岡
県
産
直

マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
、
Ｊ
Ａ
ハ
イ
ナ
ン
、

Ｊ
Ａ
掛
川
市
と
本
会
が
同
ビ
ル
の
従
業
員

へ
農
産
物
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

本
会
か
ら
は
、
茶
、
イ
チ
ゴ
、
ミ
カ
ン

な
ど
の
約
20
品
目
を
販
売
し
、
品
評
会
に

出
品
さ
れ
た
ミ
カ
ン
の
特
別
販
売
や
レ
タ

ス
、
セ
ル
リ
ー
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
の
旬

の
野
菜
セ
ッ
ト
な
ど
が
人
気
を
集
め
ま
し

た
。

み
か
ん
園
芸
部
、
茶
業
部
、
畜
産
部
は

１
月
22
日
、
静
岡
市
内
で
開
か
れ
た
県
産

品
の
食
材
提
案
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

提
案
会
は
、
県
産
食
材
の
認
知
向
上
や

販
路
開
拓
が
目
的
で
、
県
内
の
生
産
者
ら

14
事
業
者
が
、
首
都
圏
の
高
級
ホ
テ
ル
、

レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
者
や
外
食
の
食
品
バ

イ
ヤ
ー
な
ど
21
社
へ
県
産
食
材
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

本
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
静
岡
茶
「
揉
一

ひ
と
え
」
や
「
特
選
和
牛
静
岡
そ
だ
ち
」、

「
静
岡
い
ち
ご
」
な
ど
の
農
畜
産
物
を
提

案
し
ま
し
た
。
ま

た
、
県
産
食
材
を

使
用
し
た
料
理

も
振
る
舞
わ
れ
、

参
加
者
は
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

関
東
東
海
地
域
１
都
11
県
と
花
き
関
係

６
団
体
は
１
月
31
日
か
ら
２
月
２
日
の
３

日
間
、
東
京
都
豊
島
区
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
文
化
会
館
で
「
第
73
回
関
東
東
海

花
の
展
覧
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
花
へ
の

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
消
費
拡
大
を

図
る
こ
と
が
目
的
で
、
品
評
会
や
フ
ラ
ワ

ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
し
た
。

品
評
会
で
は
、
バ
ラ
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
全
10
部
門
に
１
、４
６
２
点
が
出

品
さ
れ
、
品
質
や
商
品
性
を
審
査
し
ま
し

た
。
本
県
か
ら
は
１
８
１
点
が
出
品
さ
れ
、

金
賞
12
点
、
銀
賞
20
点
、
銅
賞
31
点
が
入

賞
し
ま
し
た
。

日
本
最
大
規
模
の
花
の
展
覧
会

第
73
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会

東
京
都
内
で
県
産
農
産
物
を
P
R

静
岡
県
産
直
マ
ル
シ
ェ
を

開
催

県
産
食
材
の
認
知
向
上
へ

食
材
提
案
会
に
本
会
ブ
ー
ス

を
出
展

▲来場客で賑わう会場

本
県
の
切
花
類
金
賞
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
Ｊ
Ａ
名
と

品
種
名
）。

一
般
切
花
部
門

・
金
３
席　

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞

　
桔
川
　
日
出
男

　
（
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
・
ガ
ー
ベ
ラ
「
ソ
ー
プ
」）

・
金
５
席　

農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
長
賞

　
岡
田
　
文
江

　
（
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
・
ス
イ
ト
ピ
ー
「
ダ
イ
ア
ナ
」）

・
金
６
席　

静
岡
県
花
卉
園
芸
組
合
連
合
会
長
賞

　
杉
浦
　
浩
文

　
（
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
・
ガ
ー
ベ
ラ
「
ス
ピ
ン
オ
フ
」）

・
金
７
席　

日
本
花
き
卸
売
市
場
協
会
首
都
圏
支
所
長
賞

　
渡
邉
　
勇
暁

　
（
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
・
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

　
　
　
「
ボ
ヤ
ー
ジ
ュ
Ⅱ
型
ア
プ
リ
コ
ッ
ト
」）

・
金
８
席　

日
本
花
き
卸
売
市
場
協
会
首
都
圏
支
所
長
賞

　
磯
　
清
彦

　
（
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
・
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ

　
　
　
「
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」）

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
部
門

・
金
５
席　

日
本
花
卉
生
産
協
会
長
賞

　
田
村
　
丞

　
（
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
・
ラ
ス
カ
ル
ピ
ン
ク
）

・
金
６
席　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
代
表
取
締
役
社
長
賞

　
田
村
　
雄
太

　
（
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
・
ジ
ュ
リ
ア
）

バ
ラ
部
門

・
金
５
席　

静
岡
県
知
事
賞

　
小
林
　
一
彰

　
（
Ｊ
Ａ
し
み
ず
・
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
イ
ン
バ
イ
ト
）

・
金
７
席　

日
本
花
き
卸
売
市
場
協
会
首
都
圏
支
所
長
賞

　
小
澤
　
弘

　
（
Ｊ
Ａ
掛
川
市
・
ブ
ロ
ッ
サ
ム
ピ
ン
ク
）
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２
月
９
日
放
送
の
テ
レ
ビ
番
組
「
ご
ち

そ
う
カ
ン
ト
リ
ー
」（
静
岡
第
一
テ
レ
ビ
・

毎
週
日
曜
日
昼
11
時
40
分
放
送
）で
は
、本

会
が
担
当
回
と
な
り
、「
農
産
物
輸
出
」
を

テ
ー
マ
に
、
県
内
Ｊ
Ａ
や
本
会
流
通
開
発

課
の
取
組
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。

番
組
で
は
、Ｊ
Ａ
大
井
川
の
生
産
者
、山

田
恭
平
さ
ん
の
ほ
場
か
ら
輸
出
用
イ
チ
ゴ

の
栽
培
や
防
除
の
方
法
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。

本
会
事
務
所
か
ら
は
同
課
の
箕
浦
秀
紀

課
長
補
佐
が
出
演
し
、
県
産
農
産
物
の
海

▲産地の取組を紹介する山田さん（左）

▲剪定講習のようす

▲清水港での撮影のようす

▲本会の輸出事業について紹介する箕浦課長補佐（右）

流
通
開
発
課
の
取
組
を
紹
介

「
ご
ち
そ
う
カ
ン
ト
リ
ー
」番
組
収
録
と
放
送

外
で
の
ニ
ー
ズ
や
、
本
会
の
輸
出
事
業
に

お
け
る
販
路
開
拓
の
取
組
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

ま
た
、
視
聴
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、「
紅
ほ
っ
ぺ
」
と
「
き
ら
ぴ

香
」
の
静
岡
い
ち
ご
食
べ
比
べ
セ
ッ
ト
を

５
０
０
件
以
上
の
応
募
の
中
か
ら
抽
選
で

選
ば
れ
た
５
人
に
提
供
し
ま
し
た
。

番
組
の
ア
ー
カ
イ
ブ
は
動
画
投
稿
サ
イ

ト
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
の
静
岡
第
一
テ

レ
ビ
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
視
聴
可
能
で
す
。

静
岡
県
落
葉
果
樹
振
興
協
会
と
柑
橘
果

樹
課
は
１
月
27
日
、
掛
川
市
内
で
ク
リ
技

術
員
養
成
研
修
会
開
き
、
県
内
Ｊ
Ａ
や
県

な
ど
の
営
農
関
係
職
員
ら
約
30
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
栽
培
方
法
や
果
実
の
特
性
、

病
害
虫
管
理
な
ど
の
講
義
や
園
地
で
の
剪

定
講
習
を
行
い
、理
解
を
深
め
ま
し
た
。本

会
は
、
茶
園
地
の
転
換
や
遊
休
農
地
の
活

用
と
し
て
補
完
作
物
の
導
入
を
提
案
し
て

お
り
、
栗
も
提
案
品
目
の
一
つ
と
し
て
県

内
で
の
生
産
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

技
術
員
向
け
の
研
修
会
は
今
回
が
初
め
て

で
、
今
後
は
同
様
の
研
修
を
継
続
的
に
実

施
し
、
生
産
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
し

ま
す
。

県
産
和
栗
の
生
産
拡
大
へ

ク
リ
技
術
員
養
成
研
修
会

を
開
催
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品　種 特別賞 ＪＡ名 氏　名

ポンカン
農林水産省
関東農政局長賞

ＪＡしみず 澤野　郁夫

はるみ 静岡県知事賞 ＪＡしみず 杉山　貴也

不知火
静岡県
経済産業部長賞

ＪＡふじ伊豆 田村　政一

甘夏
日本園芸農業協同
組合連合会長賞

ＪＡふじ伊豆 土屋　明浩

静
岡
県
柑
橘
振
興
基
金
協
会
と
柑
橘
果

樹
課
は
２
月
12
日
、
県
農
業
会
館
で
「
第

45
回
静
岡
県
中
晩
生
柑
橘
品
評
会
」
を
開

き
ま
し
た
。

生
産
者
の
栽
培
技
術
向
上
が
目
的
で
、

「
は
る
み
」
58
点
、「
不
知
火
」
28
点
、「
甘

夏
」56
点
、「
ポ
ン
カ
ン
」35
点
の
計
１
７
７

点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
県
農
林
技
術
研

究
所
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
の
伊
藤
直
樹
セ

ン
タ
ー
長
が
審
査
長
を
務
め
、
県
や
市
場

の
担
当
者
、
消
費
者
代
表
ら
17
人
が
形
状

な
ど
の
外
観
と
糖
度
、
酸
度
や
食
味
を
審

査
し
ま
し
た
。
な
お
、
ポ
ン
カ
ン
の
審
査

は
１
月
23
日
に
行
い
ま
し
た
。

各
品
種
の
優
秀
賞
受
賞
者
は
表
の
と
お

り
（
敬
称
略
）。

静
岡
県
産
地
技
術
課
題
解
決
研
究
会

（
事
務
局
：
生
産
振
興
開
発
課
）
は
１
月
30

日
、
県
農
業
会
館
で
令
和
６
年
度
静
岡
県

産
官
学
技
術
交
流
事
業
報
告
会
を
開
催
し
、

Ｊ
Ａ
、
県
、
大
学
な
ど
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

を
含
め
て
約
1
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
研
究
会
は
、
産
官
学
技
術
交
流
を
推

進
す
る
組
織
と
し
て
、
本
県
産
地
の
活
力

増
強
を
目
的
に
平
成
20
年
に
発
足
。
新
技

術
の
開
発
と
現
地
で
の
実
証
、
営
農
技
術

情
報
の
収
集
と
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

報
告
会
で
は
、
県
と
Ｊ
Ａ
か
ら
産
地
の

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
や
研
究
成

果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
は
、
水
稲
や
大
豆
の
高

温
耐
性
品
種
の
現
地
適
応
試
験
結
果
に
つ

栽
培
技
術
向
上
の
た
め
に

第
45
回
静
岡
県
中
晩
生
柑
橘
品
評
会

産
地
の
課
題
解
決
へ

産
官
学
技
術
交
流
事
業
報
告
会

▲審査のようす

▲試食による高温耐性品種の食味比較も行った

▲優秀賞の展示

▲講演のようす

第 45回 静岡県中晩生柑橘品評会優秀賞受賞者

い
て
、水
稲
で
は
福
井
県
の
育
成
品
種「
あ

き
さ
か
り
」
が
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
比
べ
て

穂
数
と
籾
数
が
多
く
、
登
熟
歩
合
が
高
い

こ
と
か
ら
多
収
性
で
あ
っ
た
と
報
告
し
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
は
、
緑
肥
を
活
用
し
た

水
稲
栽
培
と
傾
斜
地
の
柑
橘
園
地
に
お
け

る
ド
ロ
ー
ン
の
農
薬
散
布
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ａ
大
井
川
と
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
は
「
生
分
解

性
マ
ル
チ
」
を
用
い
た
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培

の
実
証
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
県
か
ら

は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活
用
促
進
や

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の
緊
急
防
除
の
取

組
な
ど
を
報
告
し
、
参
加
者
は
理
解
を
深

め
ま
し
た
。
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営農資材課からのお知らせ営農資材課からのお知らせ
　営農資材課ではJA 鹿児島県経済連と連携し、生分解性マルチ資材「あいさいマル　営農資材課ではJA 鹿児島県経済連と連携し、生分解性マルチ資材「あいさいマル
チ」を提案しています。本誌6 ページ掲載の産官学技術交流報告会では、チ」を提案しています。本誌6 ページ掲載の産官学技術交流報告会では、JA 大井川とJA 大井川と
JA 遠州中央よりJA 遠州中央よりサツマイモ栽培における「あいさいマルチ」の実証試験について報告サツマイモ栽培における「あいさいマルチ」の実証試験について報告
され、省力化や生産性向上につながる資材として期待が高まっています。され、省力化や生産性向上につながる資材として期待が高まっています。
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作物・産地・営農・
技術・資材などの
情報をお届けします

作物・産地・営農・
技術・資材などの
情報をお届けします

作物・産地・営農・作物・産地・営農・
技術・資材などの
情報をお届けします
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開
花
後
半
の
対
策
に
は
、
有
葉
花
摘

蕾
が
あ
り
ま
す
。
青
島
温
州
な
ど
の
普

通
温
州
は
、
新
梢
の
先
端
に
花
が
つ
く

有
葉
花
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
有
葉
花

は
、
品
質
の
よ
い
果
実
に
な
り
ま
す
が
、

５
枚
以
上
葉
が
あ
る
有
葉
花
は
、
開
花

が
遅
く
果
皮
が
厚
い
食
味
の
劣
る
大
玉

果
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
蕾
を
摘

み
取
っ
て
、
来
年
の
結
果
母
枝
と
な
る

隔
年
結
果
対
策
に
つ
い
て

一
　
は
じ
め
に

　

柑
橘
で
は
、
一
年
ご
と
に
着
果
が
多

い
表
年
と
少
な
い
裏
年
を
繰
り
返
す
隔

年
結
果
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

生
産
量
が
安
定
し
な
い
こ
と
は
、
消
費

に
も
影
響
し
ま
す
の
で
、
安
定
し
た
生

産
は
、
持
続
的
な
経
営
に
必
要
不
可
欠

な
こ
と
で
す
。

二
　
隔
年
結
果
の
発
生
要
因

　

永
年
作
物
で
あ
る
柑
橘
で
は
、
着
果

過
多
が
隔
年
結
果
の
大
き
な
要
因
に
な

り
ま
す
。
樹
に
つ
い
た
果
実
は
大
き
な

負
荷
で
す
。
葉
で
作
っ
た
糖
な
ど
の
光

合
成
産
物
や
根
か
ら
吸
収
し
た
養
水
分

を
多
く
消
費
し
ま
す
。
多
く
の
果
実
が

つ
い
た
樹
で
は
、
翌
年
の
花
を
作
る
た

め
に
必
要
な
養
分
ま
で
使
っ
て
し
ま
い
、

翌
年
は
花
が
少
な
い
裏
年
と
な
り
ま
す
。

特
に
普
通
温
州
の
高
糖
系
品
種
は
、
果

実
に
養
分
を
集
め
る
た
め
、
隔
年
結
果

し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

逆
に
着
果
が
少
な
く
な
っ
た
場
合
も

隔
年
結
果
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
生
理

落
果
が
著
し
く
着
果
が
激
減
す
る
と
、

翌
年
に
着
果
過
多
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

三
　
対
策
技
術

　

多
い
花
を
減
ら
す
手
段
が
あ
り
ま
す

が
、
少
な
い
花
を
増
や
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
花
が
多
い
と
予
想
さ
れ
た
時

が
、
対
策
を
実
施
す
る
機
会
で
す
。
時

期
ご
と
に
対
策
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

園
地
の
状
況
な
ど
に
あ
わ
せ
、
い
く
つ

か
の
対
策
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
し
ま

す
。

・
春
ま
で
の
対
策

　

翌
春
の
花
が
多
い
と
予
想
さ
れ
る
園

地
や
樹
で
は
、
収
穫
後
か
ら
収
穫
約
一

か
月
後
に
植
調
剤
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
が
使

え
ま
す
。
着
花
を
減
ら
し
、
樹
勢
の
維

持
と
新
梢
発
生
を
促
し
ま
す
。
春
の
新

梢
が
増
え
れ
ば
、
翌
年
に
花
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ジ
ベ
レ
リ
ン
に

マ
シ
ン
油
乳
剤
や
展
着
剤
、
ジ
ャ
ス
モ

メ
ー
ト
液
剤
な
ど
を
加
用
す
る
と
、
低

濃
度
で
散
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

せ
ん
定
を
工
夫
す
る
こ
と
も
春
の
時

期
の
対
策
に
な
り
ま
す
。
強
め
の
せ
ん

定
を
行
い
、
着
花
が
予
想
さ
れ
る
枝
を

減
ら
し
、
新
梢
発
生
を
促
し
ま
す
。
た

だ
し
、
通
常
で
は
花
が
つ
か
な
い
よ
う

な
枝
に
も
花
が
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
他
の
対
策
と
併
せ
て
行
う

よ
う
に
し
ま
す
。

・
開
花
前
後
の
対
策

　

新
梢
が
伸
び
始
め
た
時
期
の
対
策
が
、

ス
ッ
コ
キ
で
す
。
前
年
の
夏
秋
梢
の
葉

を
今
年
の
新
芽
や
蕾
も
ろ
と
も
、
こ
す

り
落
と
し
ま
す
。
花
が
咲
い
て
い
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
処
理
し
た
枝
か
ら
新

梢
が
発
生
し
、
来
年
に
花
を
つ
け
る
枝

と
な
り
ま
す
。
成
木
で
は
樹
当
た
り
20

〜
30
枝
が
目
安
で
す
。
遅
く
と
も
５
月

中
に
処
理
し
ま
す
。

よ
う
に
し
ま
す
。

　

満
開
〜
幼
果
期
に
行
う
対
策
に
は
、

部
分
全
摘
果
が
あ
り
ま
す
。
開
花
直
後

で
あ
れ
ば
、
摘
果
剤
を
使
用
し
て
樹
冠

上
部
や
太
い
枝
単
位
で
処
理
し
ま
す
。

落
ち
な
い
果
実
も
あ
る
の
で
、
最
後
は

手
で
摘
果
し
て
仕
上
げ
ま
す
。

・
開
花
期
以
降
の
対
策

　

摘
果
で
は
、
上
部
１
／
３
の
果
実
を

す
べ
て
摘
果
す
る
樹
冠
上
部
摘
果
や
太

さ
３
〜
４
㎝ 
の
枝
ご
と
に
全
摘
果
す
る

枝
と
摘
果
し
な
い
枝
を
設
け
る
枝
別
全

摘
果
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
樹
を
半
樹
単

位
で
全
着
果
と
全
摘
果
に
分
け
て
結
実

さ
せ
る
、
片
面
交
互
結
実
と
い
う
方
法

も
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

柑
橘
果
樹
課
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川　

公
規

▲写真１ スッコキで蕾と葉を落とす

▲写真２ 有葉花摘蕾で蕾を落とす

Keizairen ┃  0708  ┃ Keizairen



「駿府の肉処 静岡そだち」からのお知らせ

テレビ番組「くさデカ」で紹介されました！

ふじのくに食の都づくり貢献賞を受賞しました！

本会直営焼肉店「駿府の肉処 静岡そだち」の情報をお届けします。

　テレビ番組「くさデカ」（毎週土曜日18時30分か
らテレビ静岡で放送）の2月22日の放送回にて、「駿
府の肉処 静岡そだち」が紹介されました。
　「くさデカ」は県内で話題になっている飲食店を紹
介するグルメ番組。放送では、お笑い芸人のトータ
ルテンボスの2人が本会ブランドの「特選和牛静岡
そだち」を使ったメニューをリポートしました。

　「駿府の肉処 静岡そだち」は2月10日、「ふじのく
に食の都づくり貢献賞」を受賞し、鈴木康友知事よ
り表彰を受けました。県が主催する同賞は、県産農
林水産物の需要創出と消費拡大等により本県の持続
的発展を目指すため、静岡ならではの食文化振興に
貢献する等模範的活動を実践している企業・団体を

◀LINE公式
　アカウント

TEL：054-251-4129
ランチ　平　日11：30～14：00（LO.13：30）
　　　　土日祝11：00～14：00（LO.13：30）
ディナー　　　17：00～22：00（LO.21：00）
住　所：〒420-0853
　　　　静岡市葵区追手町2-15MRK追手町2階

駿府の肉処 静岡そだち

表彰するものです。
　「駿府の肉処 静岡そだち」では、「特選和牛静岡そ
だち」をはじめ、お米や野菜など静岡県産にこだわ
った新鮮な農畜産物を提供しています。ぜひご利用
ください！

▲表彰式のようす ▲紹介ブースを視察する鈴木知事

Keizairen ┃  0910  ┃ Keizairen

◀HPはこちら



キャラバン隊
活動報告
ふれあいから学ぶ
接客研修

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」（テレビ静岡）（テレビ静岡）

テレビ番組

担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、テレビ
番組「しずおかごはんが食べたい！」（テレビ静岡・全11回放
送）に協賛し、県産米のＰＲを行っています。令和6年度の第10
回目（２月15日）の放送では、日向坂46の髙橋未来虹さんと山
口陽世さんが三島市と沼津市からJAふじ伊豆のブランド米「す
るがの極」を紹介しました。
　番組では、ビデオメッセージで出演した裾野市の生産者、志
村重利さんが「するがの極は粒が大きくふっくらしていて口当
たりの良さが特徴です。冷めても美味しく、おにぎりやお弁当
にも最適です。」と話し「するがの極」の美味しさをPRしまし
た。

　人事教育課は、令和6年11月から令和7年3月にかけ
て「令和6年度営業・接客研修（キャラバン隊）」を
実施し、入会2年目の職員6人が参加しました。研修は、
本会が運営する外食販売事業所「駿府の肉処　静岡そ
だち」での接客研修と静岡市中央卸売市場「市場まつ
り」での農産物販売や企業説明会の運営などを計2日
間行いました。

氏　名 所　属

三浦 諒太 企画管理部　企画管理課

櫻井 栞 企画管理部　経理課

佐藤 寛太 みかん園芸部　販売情報センター

橋本 奈生己 東部支所　東部みかん園芸課

糟屋 和磨 食糧部　食糧課

松浦 友哉 畜産部　畜産課

Keizairen ┃  0910  ┃ Keizairen



JA静
岡
経
済
連
経
済
連
情
報

担当：くらし支援部 生活葬祭課（TEL：054-284-9898）
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